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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】フレーム単位でリアルタイムにイメージスティ
ッキングを補償でき、画質の特性が改善された信頼性の
ある有機発光表示装置を提供する。
【解決手段】有機発光表示装置は、有機発光ダイオード
、有機発光ダイオードに駆動電流を供給する駆動トラン
ジスタ、駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達
するデータ線、有機発光ダイオードの一電極に接続され
る第１電極と、データ線に接続される第２電極とを含む
第１スイッチ、及びデータ線に接続される第１電極と、
駆動トランジスタのゲート電極に接続される第２電極と
を含む第２スイッチを含み、第１スイッチをターンオン
させて有機発光ダイオードに所定の第１電流を伝達し、
有機発光ダイオードの一電極の電圧をデータ線によって
伝達を受け、伝達された電圧によって有機発光ダイオー
ドの劣化程度を検出し、検出された劣化を補償するため
にデータ線に伝達されるデータ信号を補償する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと；
　前記有機発光ダイオードに駆動電流を供給する駆動トランジスタと；
　前記駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達するデータ線と；
　前記有機発光ダイオードの一電極に接続される第１電極と、前記データ線に接続される
第２電極とを含む第１スイッチと；及び
　前記データ線に接続される第１電極と、前記駆動トランジスタのゲート電極に接続され
る第２電極とを含む第２スイッチを含み、
　前記第１スイッチをターンオンさせて前記有機発光ダイオードに所定の第１電流を伝達
し、前記有機発光ダイオードの一電極の電圧を前記データ線によって伝達を受け、前記伝
達された電圧によって前記有機発光ダイオードの劣化程度を検出し、前記検出された劣化
を補償するために前記データ線に伝達されるデータ信号を補償する有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１スイッチをターンオンさせる期間は、１フレーム期間中の所定期間であり、
　前記１フレーム期間は、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット期
間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間、前記データ信号
によるデータ電圧を伝達するデータ書き込み期間、及び前記有機発光ダイオードが発光す
る発光期間を含む、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記所定期間は前記リセット期間以前であることを特徴とする、請求項２に記載の有機
発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１スイッチをターンオンさせる期間の間に、前記第２スイッチ及び前記駆動トラ
ンジスタはターンオフされる、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記有機発光ダイオードの一電極の電圧が前記データ線によって伝達されるイメージ補
償部、及び
　前記データ線と前記イメージ補償部との間に位置し、選択信号によってターンオンされ
て前記一電極の電圧を前記イメージ補償部に伝達する選択スイッチをさらに含む、請求項
１に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第２スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリ
セットするリセット期間、及び前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償期間の間にターンオンされる、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記駆動トランジスタのゲート電極に接続された一端、及び前記有機発光ダイオードの
一電極に接続された他端を含むストレージキャパシタをさらに含み、
　前記ストレージキャパシタは、１フレーム期間のうち、前記第２スイッチがターンオン
されて前記データ信号によるデータ電圧を伝達するデータ書き込み期間の間に前記データ
電圧を充電する、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　第１電源電圧に接続される第１電極、及び前記駆動トランジスタのソース電極に接続さ
れる第２電極を含む第３スイッチをさらに含み、
　前記第３スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリ
セットするリセット期間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償
期間、及び前記有機発光ダイオードが発光する発光期間の間にターンオンされる、請求項
１に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記駆動トランジスタのゲート電極に接続された第１電極、及び前記駆動トランジスタ
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のソース電極に接続された第２電極を含むしきい電圧トランジスタをさらに含み、
　前記しきい電圧トランジスタは、１フレーム期間のうちの前記駆動トランジスタのしき
い電圧を補償するしきい電圧補償期間の間にターンオンされる、請求項１に記載の有機発
光表示装置。
【請求項１０】
　複数の有機発光ダイオードそれぞれを含む複数の画素、
　前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号を伝達する複数のデータ線、
　前記複数の有機発光ダイオードそれぞれに所定の第１電流が流れる間に、前記複数の有
機発光ダイオードそれぞれの駆動電圧を、対応するデータ線によって伝達を受けるイメー
ジ補償部を含み、
　前記イメージ補償部は、前記伝達された駆動電圧によって前記複数の有機発光ダイオー
ドそれぞれの劣化程度を判断し、前記判断された劣化程度に基づいて前記複数の画素それ
ぞれに伝達される複数のデータ信号それぞれを補償する有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記有機発光表示装置は、複数の画素それぞれに接続される複数の感知線に対応する感
知信号を生成して伝達する感知駆動部をさらに含み、
　前記複数の画素それぞれは、前記対応する感知信号に応答して所定の第１電流を伝達し
、前記有機発光ダイオードの駆動電圧を伝達する第１スイッチを含む、請求項１０に記載
の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１スイッチは、１フレーム期間中の所定期間の間にターンオンされ、
　前記１フレーム期間は、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット期
間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間、前記データ信号
によるデータ電圧を伝達するデータ書き込み期間、及び前記有機発光ダイオードが発光す
る発光期間を含む、請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　前記所定期間は前記リセット期間以前であることを特徴とする、請求項１２に記載の有
機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によって補償されたデータ信号を伝達す
る第２スイッチと、
　前記補償されたデータ信号による駆動電流を前記有機発光ダイオードに供給する駆動ト
ランジスタと、及び
　第１電源電圧と前記駆動トランジスタとの間に位置し、前記有機発光ダイオードの発光
を制御する第３スイッチを含む、請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によって補償されたデータ信号を伝達す
る第２スイッチと、
　前記補償されたデータ信号による駆動電流を前記有機発光ダイオードに供給する駆動ト
ランジスタと、及び
　前記駆動トランジスタをダイオード接続して前記駆動トランジスタのゲート電極に接続
されたキャパシタに前記駆動トランジスタのしきい電圧を充電させるしきい電圧トランジ
スタを含む、請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記駆動トランジスタのゲート電極とソース電極に接続されたストレージキャパシタを
含み、
　前記ストレージキャパシタは、１フレーム期間のうち、前記第２スイッチがターンオン
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される間に、前記補償されたデータ信号に対応するデータ電圧を充電する、請求項１４ま
たは１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第２スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリ
セットするリセット期間、及び前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償期間の間にターンオンされる、請求項１４または１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１８】
　前記有機発光表示装置は、前記複数の画素それぞれに接続されたデータ線に接続され、
前記データ線によって伝達される電圧経路を選択する選択スイッチを含むデータ選択部を
さらに含み、
　前記選択スイッチは選択信号によってターンオンされ、前記有機発光ダイオードの駆動
電圧を前記イメージ補償部に伝達する、請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１９】
　複数の有機発光ダイオードそれぞれを含む複数の画素、前記複数の画素それぞれに対応
するデータ信号を伝達する複数のデータ線、及び前記複数の有機発光ダイオードそれぞれ
に所定の第１電流が流れる間に、前記複数の有機発光ダイオードそれぞれの駆動電圧を、
対応するデータ線によって伝達を受けるイメージ補償部を含む有機発光表示装置の駆動方
法において、
　前記対応するデータ線によって前記複数の有機発光ダイオードそれぞれの駆動電圧が伝
達される駆動電圧感知段階と；及び
　前記伝達された駆動電圧によって前記複数の有機発光ダイオードそれぞれの劣化程度を
判断し、前記判断された劣化程度に基づいて前記複数の画素それぞれに伝達される複数の
データ信号それぞれを補償する補償段階と；
　を含む有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記駆動電圧感知段階及び補償段階は、１フレーム期間中の所定期間の間に行われ、
　前記１フレームの期間は、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット
期間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間、前記データ信
号によるデータ電圧を伝達するデータ書き込み期間、及び前記有機発光ダイオードが発光
する発光期間を含む、請求項１９に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　前記所定期間は前記リセット期間以前であることを特徴とする、請求項２０に記載の有
機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　前記駆動電圧感知段階及び補償段階が行われる期間の間に、前記複数の画素それぞれに
含まれている前記有機発光ダイオードに所定の第１電流が流れるようにし、前記有機発光
ダイオードの駆動電圧を対応するデータ線に伝達する複数の画素それぞれの第１スイッチ
はターンオンされる、請求項１９に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２３】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によって補償されたデータ信号を伝達す
る第２スイッチ、前記補償されたデータ信号による駆動電流を前記有機発光ダイオードに
供給する駆動トランジスタ、及び第１電源電圧と前記駆動トランジスタとの間に位置し、
前記有機発光ダイオードの発光を制御する第３スイッチを含み、
　前記駆動電圧感知段階及び補償段階が行われる期間の間に、前記第２スイッチ、駆動ト
ランジスタ、及び第３スイッチはターンオフされる、請求項２２に記載の有機発光表示装
置の駆動方法。
【請求項２４】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によって補償されたデータ信号を伝達す
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る第２スイッチ、前記補償されたデータ信号による駆動電流を前記有機発光ダイオードに
供給する駆動トランジスタ、及び前記駆動トランジスタをダイオード接続して前記駆動ト
ランジスタのゲート電極に接続されたキャパシタに前記駆動トランジスタのしきい電圧を
充電させるしきい電圧トランジスタを含み、
　前記駆動電圧感知段階及び補償段階が行われる期間の間に、前記第２スイッチ、駆動ト
ランジスタ、及びしきい電圧トランジスタはターンオフされる、請求項２２に記載の有機
発光表示装置の駆動方法。
【請求項２５】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記駆動トランジスタのゲート電極とソース電極に接続されたストレージキャパシタを
含み、
　前記ストレージキャパシタは、１フレーム期間のうちの前記第２スイッチがターンオン
される間に、前記補償されたデータ信号に対応するデータ電圧を充電する、請求項２３ま
たは２４に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　前記第２スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリ
セットするリセット期間、及び前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償期間の間にターンオンされる、請求項２３または２４に記載の有機発光表示装置の駆
動方法。
【請求項２７】
　前記有機発光表示装置は、前記複数の画素それぞれに接続されたデータ線に接続され、
前記データ線によって伝達される電圧経路を選択する選択スイッチを含むデータ選択部を
さらに含み、
　前記選択スイッチは選択信号によってターンオンされ、前記有機発光ダイオードの駆動
電圧を前記イメージ補償部に伝達する、請求項１９に記載の有機発光表示装置の駆動方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、表示パネル全体の駆動方
式が同時発光方式の有機発光表示装置及びその駆動方法に関する。さらに、詳細には、有
機発光素子の劣化によるイメージスティッキング（Image Sticking）現象と寿命減少現象
を抑制することができるように、有機発光素子の駆動電圧に関する外部補償をリアルタイ
ムで実現する有機発光表示装置とその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、陰極線管（Cathode Ray Tube）の短所である重量と体積を減らすことができる各
種平板表示装置が開発されてきた。平板表示装置としては、液晶表示装置（Liquid Cryst
al Display：ＬＣＤ）、電界放出表示装置（Field Emission Display：ＦＥＤ）、プラズ
マ表示パネル（Plasma Display Panel：ＰＤＰ）、及び有機発光表示装置（Organic Ligh
t Emitting Display Device）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうちの有機発光表示装置は、電子と正孔との再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオード（Organic Light Emitting Diode、ＯＬＥＤ）を利用して映像を表
示するものである。この有機発光表示装置は、速い応答速度を有すると共に、低い消費電
力で駆動され、発光効率、輝度、及び視野角に優れた長所があって注目されている。
【０００４】
　通常、有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードを駆動する方式により、パッシブ
マトリックス型有機電界発光表示装置（ＰＭＯＬＥＤ）と、アクティブマトリックス型有
機電界発光表示装置（ＡＭＯＬＥＤ）に分類される。
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【０００５】
　パッシブマトリックス型は、正極と負極を互いに直交するように形成し、負極ラインと
正極ラインを選択して駆動する方式である。アクティブマトリックス型は、薄膜トランジ
スタとキャパシタを各ピクセル内に集積して、キャパシタ容量によって電圧を維持するよ
うにする駆動方式である。パッシブマトリックス型は、構造が簡単で安価であるが、大型
または高精密度のパネル実現が困難である。反面、アクティブマトリックス型は、大型及
び高精密度のパネル実現が可能であるが、その制御方法が技術的に難しく、比較的に高価
であるという短所がある。
【０００６】
　解像度、コントラスト、動作速度の観点で、単位画素ごとに選択して点灯するアクティ
ブマトリックス型有機電界発光表示装置が主流になっている。
【０００７】
　アクティブマトリックス型ＯＬＥＤの一画素は、有機発光ダイオード、有機発光ダイオ
ードに供給される電流量を制御する駆動トランジスタ、及び駆動トランジスタに有機発光
ダイオードの発光量を制御するデータ信号を伝達するスイッチングトランジスタを含む。
【０００８】
　有機発光ダイオードが発光するためには、駆動トランジスタが持続的にターンオン状態
を維持しなければならない。しかし、これにより、駆動トランジスタのゲート電極に駆動
信号が続けて供給されれば、時間の経過に伴ってしきい電圧（Ｖｔｈ）が増加され、電流
の流れが減少するという問題があった。
【０００９】
　このような現象が続けば、駆動トランジスタの性能が劣化し、有機発光ダイオードを正
常に発光させることができなくなって、イメージスティッキング現象が発生し、画質の特
性が低下するという問題が発生するため、これを補正して改善させる必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明はこのような問題点を解決するためになされたものであって、本発明の目的は、
有機発光表示装置の各画素の駆動方式にて段階別に制御する過程において、フレーム単位
でリアルタイムにイメージスティッキングを補償することにより、画質の特性が改善され
る信頼性のある有機発光表示装置を提供することにある。
【００１１】
　また、本発明の他の目的は、リアルタイムで有機発光表示装置の有機発光ダイオードの
駆動電圧を感知して外部補償するように制御し、駆動電圧の感知時に供給電源電圧と駆動
信号のタイミング変更が容易な画素駆動回路を提案することにある。
【００１２】
　本発明の目的は上述したものに制限されず、また、言及されない他の目的は本発明の記
載から当該分野における通常の知識を有する者に明確に理解できるはずである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、複数の画
素を含む表示部、及び前記複数の画素それぞれにデータ信号を伝達する複数のデータ線を
含む。
【００１４】
　前記複数の画素それぞれは、有機発光ダイオードと；前記有機発光ダイオードに駆動電
流を供給する駆動トランジスタと；前記有機発光ダイオードの一電極に接続される第１電
極と、前記データ線に接続される第２電極とを含む第１スイッチと；及び前記データ線に
接続される第１電極と、前記駆動トランジスタのゲート電極に接続される第２電極とを含
む第２スイッチを含む。
【００１５】
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　前記複数のデータ線のうちの複数の画素それぞれに対応するデータ線は、前記駆動トラ
ンジスタに対応するデータ信号を伝達する。
【００１６】
　本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、前記第１スイッチをターンオンさせ
て前記有機発光ダイオードに所定の第１電流を伝達し、前記有機発光ダイオードの一電極
の電圧を前記データ線によって受け、前記伝達された電圧によって前記有機発光ダイオー
ドの劣化程度を検出し、前記検出された劣化を補償するために前記データ線に伝達される
データ信号を補償する。この時、前記補償されたデータ信号は、有機発光表示装置のデー
タ駆動部を通じて前記対応するデータ線に伝達される。
【００１７】
　本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、前記複数の画素それぞれに接続され
た複数の走査線のうちの対応する走査線に、走査信号を生成して伝達する走査駆動部を含
む。
【００１８】
　また、複数の画素それぞれに接続された複数の発光制御線のうちの対応する発光制御線
に、発光制御信号を生成して伝達する発光制御駆動部を含むことができる。前記発光制御
駆動部は別途に構成せずに、前記走査駆動部で統合されてもよい。
【００１９】
　一方、前記走査駆動部または別途の駆動部において、複数の画素それぞれに接続された
複数のしきい電圧制御線のうちの対応するしきい電圧制御線に、しきい電圧制御信号を生
成して伝達することができる。
【００２０】
　本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、前記第１スイッチのスイッチング動
作を制御する感知信号を生成して、複数の画素それぞれに接続された複数の感知線のうち
の対応する感知線に伝達する感知駆動部をさらに含む。
【００２１】
　前記第１スイッチをターンオンさせる期間は、１フレーム期間中の所定期間とすること
ができる。この時、前記１フレーム期間は、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセッ
トするリセット期間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間
、前記データ信号によるデータ電圧を伝達するデータ書き込み期間、及び前記有機発光ダ
イオードが発光する発光期間を含む。
【００２２】
　前記所定期間は、前記リセット期間以前とすることができるが、これに必ずしも制限さ
れることではなく、１フレーム期間のうちに設定された期間とすることができる。前記所
定期間は任意で設定するか、またはフレーム期間中の特定時間に設定することができる。
【００２３】
　前記第１スイッチをターンオンさせる期間の間に、前記第２スイッチ及び前記駆動トラ
ンジスタはターンオフされ得る。
【００２４】
　また、本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、前記有機発光ダイオードの一
電極の電圧を前記データ線によって受けるイメージ補償部、及び前記データ線と前記イメ
ージ補償部との間に位置し、選択信号によってターンオンされて前記一電極の電圧を前記
イメージ補償部に伝達する選択スイッチをさらに含むことができる。
【００２５】
　前記第２スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリ
セットするリセット期間、及び前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償期間の間にターンオンされ得る。
【００２６】
　本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、前記駆動トランジスタのゲート電極
に接続された一端と、前記有機発光ダイオードの一電極に接続された他端とを含むストレ
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ージキャパシタをさらに含む。この時、前記ストレージキャパシタは１フレーム期間のう
ち、前記第２スイッチがターンオンされて前記データ信号によるデータ電圧を伝達するデ
ータ書き込み期間の間に前記データ電圧を充電する。
【００２７】
　本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、第１電源電圧に接続される第１電極
と、前記駆動トランジスタのソース電極に接続される第２電極とを含む第３スイッチをさ
らに含む。この時、前記第３スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオー
ドの駆動電圧をリセットするリセット期間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償す
るしきい電圧補償期間、及び前記有機発光ダイオードが発光する発光期間の間にターンオ
ンされる。
【００２８】
　本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、駆動トランジスタのゲート電極に接
続された第１電極及び前記駆動トランジスタのソース電極に接続された第２電極を含むし
きい電圧トランジスタをさらに含む。この時前記しきい電圧トランジスタは１フレーム期
間のうちに前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間の間にター
ンオンされる。
【００２９】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、複数の有
機発光ダイオードそれぞれを含む複数の画素、前記複数の画素それぞれに対応するデータ
信号を伝達する複数のデータ線、前記複数の有機発光ダイオードそれぞれに所定の第１電
流が流れる間に、前記複数の有機発光ダイオードそれぞれの駆動電圧を、対応するデータ
線によって伝達を受けるイメージ補償部を含む。
【００３０】
　前記イメージ補償部は、前記伝達された駆動電圧によって前記複数の有機発光ダイオー
ドそれぞれの劣化程度を判断し、前記判断された劣化程度に基づいて前記複数の画素それ
ぞれに伝達される複数のデータ信号それぞれを補償する。
【００３１】
　前記有機発光表示装置は、複数の画素それぞれに接続する複数の感知線に対応する感知
信号を生成して伝達する感知駆動部をさらに含み、前記複数の画素それぞれは、前記対応
する感知信号に応答して所定の第１電流を伝達し、前記有機発光ダイオードの駆動電圧を
伝達する第１スイッチを含む。
【００３２】
　前記第１スイッチは、１フレーム期間中の所定期間の間にターンオンされ、前記１フレ
ーム期間は、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット期間、前記駆動
トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間、前記データ信号によるデータ
電圧を伝達するデータ書き込み期間、及び前記有機発光ダイオードが発光する発光期間を
含む。
【００３３】
　前記所定期間は、前記リセット期間以前であることを特徴とする。
【００３４】
　前記複数の画素それぞれは、前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によって補
償されたデータ信号を伝達する第２スイッチ、前記補償されたデータ信号による駆動電流
を前記有機発光ダイオードに供給する駆動トランジスタ、及び第１電源電圧と前記駆動ト
ランジスタとの間に位置し、前記有機発光ダイオードの発光を制御する第３スイッチを含
む。
【００３５】
　または、本発明の他の実施形態によれば、前記複数の画素それぞれは、前記複数のデー
タ線のうちの対応するデータ線によって補償されたデータ信号を伝達する第２スイッチ、
前記補償されたデータ信号による駆動電流を前記有機発光ダイオードに供給する駆動トラ
ンジスタ、及び前記駆動トランジスタをダイオード接続して前記駆動トランジスタのゲー
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ト電極に接続されたキャパシタに前記駆動トランジスタのしきい電圧を充電させるしきい
電圧トランジスタを含む。
【００３６】
　前記複数の画素それぞれは、前記駆動トランジスタのゲート電極とソース電極に接続さ
れたストレージキャパシタを含むことができる。この時、前記ストレージキャパシタは１
フレーム期間中の前記第２スイッチがターンオンされる間に、前記補償されたデータ信号
に対応するデータ電圧を充電する。
【００３７】
　この時、前記第２スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動
電圧をリセットするリセット期間、及び前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するし
きい電圧補償期間の間にターンオンされる。
【００３８】
　前記有機発光表示装置は、前記複数の画素それぞれに接続されたデータ線に接続され、
前記データ線によって伝達される電圧経路を選択する選択スイッチを含むデータ選択部を
さらに含むことができる。この時、前記選択スイッチは選択信号によってターンオンされ
て、前記有機発光ダイオードの駆動電圧を前記イメージ補償部に伝達する。
【００３９】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置の駆動方法は
、複数の有機発光ダイオードそれぞれを含む複数の画素、前記複数の画素それぞれに対応
するデータ信号を伝達する複数のデータ線、及び前記複数の有機発光ダイオードそれぞれ
に所定の第１電流が流れる間に、前記複数の有機発光ダイオードそれぞれの駆動電圧を、
対応するデータ線によって伝達を受けるイメージ補償部を含む有機発光表示装置の駆動方
法に関するものである。
【００４０】
　具体的に、前記対応するデータ線によって前記複数の有機発光ダイオードそれぞれの駆
動電圧が伝達される駆動電圧感知段階と；及び前記伝達された駆動電圧によって前記複数
の有機発光ダイオードそれぞれの劣化程度を判断し、前記判断された劣化程度によって前
記複数の画素それぞれに伝達される複数のデータ信号それぞれを補償する補償段階を含む
。
【００４１】
　一実施形態として、前記駆動電圧感知段階及び補償段階は、１フレーム期間中の所定期
間の間に行える。
【００４２】
　前記１フレームの期間は、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット
期間、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間、前記データ信
号によるデータ電圧を伝達するデータ書き込み期間、及び前記有機発光ダイオードが発光
する発光期間を含む。
【００４３】
　前記所定期間は、前記リセット期間以前であることを特徴とする。
【００４４】
　前記駆動電圧感知段階及び補償段階が行われる期間の間に、前記複数の画素それぞれに
含まれている前記有機発光ダイオードに所定の第１電流が流れるようにし、前記有機発光
ダイオードの駆動電圧を対応するデータ線に伝達する複数の画素それぞれの第１スイッチ
はターンオンされる。
【００４５】
　また、前記複数の画素それぞれは、前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によ
って補償されたデータ信号を伝達する第２スイッチ、前記補償されたデータ信号による駆
動電流を前記有機発光ダイオードに供給する駆動トランジスタ、及び第１電源電圧と前記
駆動トランジスタとの間に位置し、前記有機発光ダイオードの発光を制御する第３スイッ
チを含むことができる。この時、前記駆動電圧感知段階及び補償段階が行われる期間の間
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に、前記第２スイッチ、駆動トランジスタ、及び第３スイッチはターンオフされる。
【００４６】
　一方、前記複数の画素それぞれは、前記複数のデータ線のうちの対応するデータ線によ
って補償されたデータ信号を伝達する第２スイッチ、前記補償されたデータ信号による駆
動電流を前記有機発光ダイオードに供給する駆動トランジスタ、及び前記駆動トランジス
タをダイオード接続して前記駆動トランジスタのゲート電極に接続されたキャパシタに前
記駆動トランジスタのしきい電圧を充電させるしきい電圧トランジスタを含むことができ
る。この時、前記駆動電圧感知段階及び補償段階が行われる期間の間に、前記第２スイッ
チ、駆動トランジスタ、及びしきい電圧トランジスタはターンオフされる。
【００４７】
　前記複数の画素それぞれは、前記駆動トランジスタのゲート電極とソース電極に接続さ
れたストレージキャパシタを含むことができる。前記ストレージキャパシタは、１フレー
ム期間のうちの前記第２スイッチがターンオンされる間に前記補償されたデータ信号に対
応するデータ電圧を充電する。
【００４８】
　前記第２スイッチは、１フレーム期間のうち、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリ
セットするリセット期間、及び前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償期間の間にターンオンされる。
【００４９】
　前記有機発光表示装置は、前記複数の画素それぞれに接続されたデータ線に接続され、
前記データ線によって伝達される電圧経路を選択する選択スイッチを含むデータ選択部を
さらに含むことができる。この時、前記選択スイッチは選択信号によってターンオンされ
て、前記有機発光ダイオードの駆動電圧を前記イメージ補償部に伝達する。
【発明の効果】
【００５０】
　本発明によれば、有機発光表示装置は、各画素の駆動方式によって段階別に制御する過
程において、フレーム単位でリアルタイムに画面のイメージスティッキングを補償するこ
とにより、画質を改善し、有機発光ダイオードの劣化による寿命減少現象を抑制して、品
質特性に優れた有機発光表示装置を提供することができる。
【００５１】
　また、本発明によれば、有機発光表示装置の有機発光ダイオードの駆動電圧を感知する
時、供給電源電圧と駆動信号のタイミングの変更が容易であり、外部補償に適用される画
素駆動回路を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置の同時発光方式の画素駆動を示す
駆動タイミング図である。
【図３】図１に示された画素の一実施形態に係わる構成を示す回路図である。
【図４】図１に示された感知駆動部で伝達する感知信号に対する駆動タイミング図である
。
【図５】本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置の駆動段階別画素駆動を示す駆動
タイミング図である。
【図６】図１に示された画素の他の実施形態に係わる構成を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について本発明が属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は種々の
相異な形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
【００５４】
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　また、種々の実施形態において、同一の構成を有する構成要素に対しては同一の符号を
付け、代表的に第１実施形態で説明し、その他の実施形態では第１実施形態とは異なる構
成についてのみ説明する。
【００５５】
　本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略し、明細書の全体にわたって
同一または類似する構成要素に対しては同一の参照符号を付ける。
【００５６】
　明細書の全体において、ある部分が他の部分と「接続」されるという時、これは「直接
的に接続」される場合だけでなく、その中間に他の素子を介在して「電気的に接続」され
る場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「含む」という時、これは特に反対にな
る記載がない限り、他の構成要素を除くことではなく、他の構成要素をさらに含むことが
できることを意味する。
【００５７】
　図１は、本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置のブロック図である。
【００５８】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係わる有機発光表示装置は、複数の走査線（Ｓ
１乃至Ｓｎ）、複数の発光制御線（ＥＭ１乃至ＥＭｎ）、複数の感知線（ＳＥ１乃至ＳＥ
ｎ）、及び複数のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）が交差する表示部１０において、複数の画素
１００それぞれが対応する走査線、発光制御線、感知線、及びデータ線に接続されている
。
【００５９】
　以下、具体的な画素１００の構成回路図について、図３及び図６を参照して説明する。
【００６０】
　上記実施形態において、有機発光表示装置は、表示部１０、走査駆動部２０、感知駆動
部５０、発光制御駆動部４０、データ駆動部３０、データ選択部８０、及びイメージ補償
部７０を含む。しかし、上記構成に必ずしも制限されることではなく、画素１００回路の
構成によって追加されるトランジスタのスイッチング動作を制御する駆動制御信号を生成
し、伝達線に伝達する所定の駆動部をさらに含むことができるのは勿論である。
【００６１】
　走査駆動部２０は、複数の走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ）に複数の走査信号を生成して伝達す
る。
【００６２】
　発光制御駆動部４０は、複数の発光制御線（ＥＭ１乃至ＥＭｎ）に複数の発光制御信号
を生成して供給する。
【００６３】
　データ駆動部３０は、複数のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に複数のデータ信号を伝達する
。
【００６４】
　感知駆動部５０は、複数の感知線（ＳＥ１乃至ＳＥｎ）に複数の感知信号を生成して伝
達する。
【００６５】
　有機発光表示装置は、走査駆動部２０、感知駆動部５０、発光制御駆動部４０、及びデ
ータ駆動部３０を制御するためのタイミング制御部６０をさらに備える。
【００６６】
　データ選択部８０は、複数のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）それぞれに接続された選択スイ
ッチ（図示せず）を備える。
【００６７】
　上記選択スイッチは、タイミング制御部６０から伝達される選択信号に応答してスイッ
チング動作が制御され、複数のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）それぞれを通じて対象電圧の伝
達経路を選択して伝達する。
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【００６８】
　さらに具体的に、前記選択スイッチは、複数のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）それぞれを通
じて複数の画素を発光させるデータ信号をデータ駆動部３０から表示部１０に伝達するこ
とができる。また、前記選択スイッチは、１フレーム期間中の所定期間の間に前記選択信
号によってターンオンされ、複数の画素それぞれの有機発光ダイオードの駆動電圧を複数
のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）のうちの対応するデータ線によってイメージ補償部７０に伝
達することができる。
【００６９】
　イメージ補償部７０は、前記所定期間の間に表示部１０に含まれている複数の画素１０
０それぞれで感知される有機発光ダイオードの駆動電圧の伝達を受け、データ電圧補償量
を決定する。
【００７０】
　つまり、リアルタイムで表示部１０の各画素１００の有機発光ダイオードから駆動電圧
を感知し、前記感知された駆動電圧と、感知された駆動電圧によって有機発光ダイオード
の抵抗を検出して劣化程度を判断する。データ電圧補償量は有機発光ダイオードの劣化程
度に基づいて決定される。有機発光ダイオードが劣化すれば、その発光効率が減少して、
同一の電流が流れても劣化前に比べて発光量が減少する。本発明の実施形態に係わるデー
タ電圧補償量は、劣化程度に基づいて減少した発光量を補償するための補償量を意味する
。
【００７１】
　イメージ補償部７０は、有機発光ダイオードに供給した電流と有機発光ダイオードの駆
動電圧を利用して、有機発光ダイオードの抵抗を算出する。有機発光ダイオードの劣化程
度によってその抵抗が変化し、一般に、劣化程度が激しいほどその抵抗が増加する。
【００７２】
　イメージ補償部７０は、有機発光ダイオードの抵抗に対応するデータ電圧補償量をルッ
クアップテーブル形態に保存することができ、ルックアップテーブルを含むメモリ部を含
むことができる。上記データ電圧補償量はイメージ補償部７０からタイミング制御部６０
に伝達され、タイミング制御部６０は、上記伝達された補償量に基づいて外部から伝達さ
れた映像信号による映像データ信号を補償する。
【００７３】
　上記補償された映像データ信号はデータ駆動部３０に伝達され、データ駆動部３０は補
償された映像データ信号による複数のデータ信号を表示部１０の複数の画素に伝達する。
このことにより、有機発光ダイオードに供給される電流が劣化を補償するほど増加して、
有機発光ダイオードは劣化前の適切な輝度で発光するようになる。
【００７４】
　表示部１０の各画素に含まれる有機発光ダイオードは、長期間の画素駆動による劣化現
象によって表示画面の不均一とイメージ不良が発生するが、このような実際駆動電圧をリ
アルタイムで感知し、リアルタイムで補償することにより、表示画面におけるイメージス
ティッキング現象を抑制することができるので、鮮明で正確な画質を実現するようになる
。
【００７５】
　表示部１０は、複数の走査線（Ｓ１乃至Ｓｎ）、複数の感知線（ＳＥ１乃至ＳＥｎ）、
複数の発光制御線（ＥＭ１乃至ＥＭｎ）、及び複数のデータ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）の交差部
に位置する画素１００を備える。画素１００は、外部から第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）及
び第２電源電圧（ＥＬＶＳＳ）が供給される。
【００７６】
　画素１００は対応するデータ信号によって有機発光ダイオードに電流を供給し、有機発
光ダイオードは供給された電流によって所定輝度の光で発光する。
【００７７】
　図１に示した本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置の場合、前記表示部の各画
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素１００に印加される第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）は、１フレーム期間の間に所定の電圧
値に維持できる。
【００７８】
　一方、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）が、１フレーム期間のうち、有機発光ダイオードの
駆動電圧をリセットするリセット期間、駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい
電圧補償期間、データ信号が伝達されて書き込み（writing）されるデータ書き込み期間
、及び画素それぞれに対応するデータ信号書き込みが完了した後、全体画素それぞれが一
度に一括的に発光する発光期間により、それぞれ供給する電圧値が互いに異なることも可
能である。このように１フレームの期間別に互いに異なる第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）の
電圧値を調整するために、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）の供給を制御する電源駆動部をさ
らに含むことができる。
【００７９】
　タイミング制御部６０は、前記電源駆動部を制御する制御信号を生成して電源駆動部に
伝達することができる。
【００８０】
　しかし、必ずしもこれに限定されることではなく、本発明の他の一実施形態によっては
上記電源駆動部が第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）を供給するだけでなく、１フレームの期間
中に既設定されたレベルの電圧値が各画素に印加できるように第２電源電圧（ＥＬＶＳＳ
）の供給まで制御することができる。
【００８１】
　また、本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置は、同時発光（Simultaneous Emi
ssion）方式によって駆動される。
【００８２】
　図２に示したように、同時発光方式によれば、１フレームの期間は、全体画素それぞれ
に複数のデータ信号のうちの対応するデータ信号が伝達されて書き込みされるデータ書き
込み期間、及び画素それぞれに対応するデータ信号の書き込みが完了した後、全体画素そ
れぞれが一度に一括的に発光する発光期間を含む。
【００８３】
　つまり、従来の順次発光方式の場合、各走査ライン別にデータ信号が順次に入力され、
次いで発光も順次に行われるものであるが、本発明の実施形態では、前記データ信号の入
力は順次に行われるが、発光はデータ信号の入力が完了した後に全体的に一括的に行われ
るものである。
【００８４】
　さらに具体的に、図２では、ｎ番目フレームとｎ＋１番目フレームにおける駆動過程を
タイミング図として示す。この図２に示すように、本発明の一実施形態に係わる駆動段階
は、大きく駆動電圧感知及びデータ補償期間（ａ、ａ’）、リセット期間（ｂ、ｂ’）、
しきい電圧補償期間（ｃ、ｃ’）、データ書き込み期間（ｄ、ｄ’）、及び発光期間（ｅ
、ｅ’）を含む。
【００８５】
　駆動電圧感知及びデータ補償期間（ａ、ａ’）は、発光する複数の画素の有機発光ダイ
オードの駆動電圧が感知される駆動電圧感知段階と、前記駆動電圧によってデータ電圧の
補償量を決めるデータ補償段階が共に行われる期間である。
【００８６】
　一方、本発明の他の実施形態によっては、発光期間（ｅ、ｅ’）以後に発光する複数の
画素の有機発光ダイオードの発光が消える発光オフ期間がさらに含まれることもできる。
【００８７】
　ｎ番目フレーム（ｆｒａｍｅ（ｎ））を参照して具体的に説明すれば、まず、駆動電圧
感知及びデータ補償期間（ａ）に複数の画素内の有機発光ダイオードの駆動電圧が感知さ
れる。また、上記感知された駆動電圧によって有機発光ダイオードの抵抗を検出して有機
発光ダイオードの劣化程度を判断し、劣化程度に基づいて減少した発光量を補償するため
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のデータ電圧補償量を決定する。
【００８８】
　次に、複数の画素内の有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット期間（ｂ
）が続く。
【００８９】
　リセット期間（ｂ）に有機発光ダイオードのカソード電極が一定の電圧で固定されてい
れば、有機発光ダイオードのアノード電極電圧を前記カソード電極電圧より低く設定して
、有機発光ダイオードに印加された駆動電圧をリセットさせる。
【００９０】
　しきい電圧補償期間（ｃ）の間に各画素１００に具備された駆動トランジスタのしきい
電圧が補償される。つまり、駆動トランジスタのゲート電極とソース電極間の電圧差によ
るしきい電圧がストレージキャパシタに保存される。
【００９１】
　複数の画素それぞれにデータ信号が伝達されるデータ書き込み期間（ｄ）の間に、複数
の画素それぞれは各走査ライン別に順次にスキャンされるが、それ以外の駆動電圧感知及
びデータ補償期間（ａ）、リセット期間（ｂ）、しきい電圧補償期間（ｃ）、及び発光期
間（ｅ）の間には、図示したように表示部１０の全体画素が同時に一括的に駆動される。
【００９２】
　最後に、発光期間（ｅ）には、有機発光表示装置の表示部の全ての画素それぞれの有機
発光ダイオードがデータ書き込み期間（ｄ）の間に印加され、保存されたデータ信号によ
るデータ電圧に対応して同時に駆動され、対応する駆動電流ほど発光する。
【００９３】
　このような本発明の一実施形態に係わる“同時発光方式”による場合、それぞれの動作
期間（（ａ）乃至（ｅ）期間）が時間的に明確に分離されるので、各画素１００に備えら
れる補償回路のトランジスタ、及びこれを制御する信号線の数を減らすことができる。
【００９４】
　画素回路に多数のトランジスタを追加して回路を複雑にさせなくても、各フレームごと
にイメージスティッキングを補償する別途の期間を置くことができるので、簡便なリアル
タイムの画面矯正が可能である。
【００９５】
　各フレームのうちのイメージスティッキングを補償する期間は、所定期間に設定するか
、または使用者が必要の時に任意で設定することができる。好ましくは、前記イメージス
ティッキングを補償する期間が、各フレームの初期に行われるように設定することができ
る。
【００９６】
　また、イメージスティッキングの補償期間には、外部から供給される電源電圧の変更や
駆動信号のタイミング変更が容易である。
【００９７】
　図２にあって、この実施形態は、表示部１０に含まれている複数の画素全体が１フレー
ム期間の間に同時発光方式によって駆動されることを示したが、これに必ずしも限定され
ることではなく、連続するフレーム期間の間に駆動電圧感知及びデータ補償期間（ａ）を
分割して行うことができる。
【００９８】
　駆動電圧感知及びデータ補償期間（ａ）は、有機発光ダイオードの駆動電圧の検出時に
多くの時間がかかり得るため、１フレーム内に表示部の全ての画素に含まれている有機発
光ダイオードの駆動電圧を検出せずに、連続的なフレーム別に表示部に含まれている複数
の画素領域を区分して分割された画素領域に含まれている各有機発光ダイオードの駆動電
圧を検出することができる。表示部に含まれている複数の画素の全ての有機発光ダイオー
ドの駆動電圧を感知するために、上記複数の画素領域の数に相当するフレームが必要であ
る。
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【００９９】
　つまり、上記複数の画素領域は、画素行（ｌｉｎｅ）別に設定することができ、一例と
して、最初の画素行からｘ番目画素行に含まれている複数の画素を第１画素領域に、ｘ＋
１番目画素行からｙ番目画素行に含まれている複数の画素を第２画素領域に、ｙ＋１番目
画素行から最後の画素行に含まれている複数の画素を第３画素領域に分けられる。
【０１００】
　この時、全体の画素に含まれている有機発光ダイオードの駆動電圧を感知するためには
３フレーム期間が必要であり、第１フレーム中の所定期間に第１画素領域に含まれている
画素それぞれの有機発光ダイオードの駆動電圧が感知される。次に、第２フレーム中の所
定期間に第２画素領域、第３フレーム中の所定期間に第３画素領域に含まれている画素そ
れぞれの有機発光ダイオードの駆動電圧が感知される。
【０１０１】
　この時、各フレーム期間中の発光期間の間に発光する画面は、当該フレーム期間の間に
駆動電圧が感知されて補償されたデータ信号に対応して発光するのは勿論のこと、既に直
前フレームで分割されて感知、保存された有機発光ダイオードの駆動電圧によって補償さ
れたデータ信号に対応して共に発光する。
【０１０２】
　図３は、図１に示した画素１００の一実施形態に係わる構成を示す回路図である。
【０１０３】
　図３を参照すれば、本発明の一実施形態に係わる画素１００は、有機発光ダイオード（
Organic Light Emitting Diode、ＯＬＥＤ）と、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に駆動
電流を伝達する駆動トランジスタ（Ｍ１）とを含む。
【０１０４】
　画素１００は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極から有機発光ダイオー
ド（ＯＬＥＤ）の駆動電圧が伝達される第１スイッチ（Ｍ４）をさらに含む。
【０１０５】
　第１スイッチ（Ｍ４）は、複数の感知線のうちの画素１００に対応する感知線を通じて
感知信号（Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）の伝達を受け、感知信号（Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）に応答してスイ
ッチング動作が制御される。図３において、感知信号（Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）は、複数の画素
のうちのｎ番目画素行に含まれる画素１００に接続された感知線から伝達される感知信号
（Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）を意味する。
【０１０６】
　第１スイッチ（Ｍ４）は、複数の感知線のうちのｎ番目感知線に接続されたゲート電極
、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極に接続されたソース電極、及び画素に
対応するデータ線に接続するドレイン電極を含む。
【０１０７】
　また、画素１００は、第２スイッチ（Ｍ２）をさらに含み、複数の走査線のうちの画素
１００に接続された対応する走査線から伝達される走査信号（Ｓｃａｎ[ｎ]）に応答して
、駆動トランジスタ（Ｍ１）にデータ信号を伝達する。図３における走査信号（Ｓｃａｎ
[ｎ]）は、複数の画素のうちのｎ番目画素行に含まれる画素１００に接続された走査線か
ら伝達される走査信号（Ｓｃａｎ[ｎ]）を意味する。
【０１０８】
　第２スイッチ（Ｍ２）は、複数の走査線のうちのｎ番目走査線に接続されたゲート電極
、データ信号が伝達される対応するデータ線に接続されたソース電極、及び駆動トランジ
スタ（Ｍ１）のゲート電極に接続されたドレイン電極を含む。
【０１０９】
　また、画素１００は、駆動トランジスタ（Ｍ１）に接続されて有機発光ダイオード（Ｏ
ＬＥＤ）の発光を制御する第３スイッチ（Ｍ３）をさらに含む。第３スイッチ（Ｍ３）は
、複数の発光制御線のうちの画素１００に接続された対応する発光制御線から伝達された
発光制御信号（ＥＭ[ｎ]）に応答してスイッチング動作する。図３における発光制御信号
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（ＥＭ[ｎ]は、複数の画素のうちのｎ番目画素行に含まれる画素１００に接続された発光
制御線から伝達される発光制御信号（ＥＭ[ｎ]）を意味する。
【０１１０】
　第３スイッチ（Ｍ３）は、複数の発光制御線のうちのｎ番目発光制御線に接続されたゲ
ート電極、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）に接続されたソース電極、及び駆動トランジスタ
（Ｍ１）のソース電極に接続されたドレイン電極を含む。
【０１１１】
　駆動トランジスタ（Ｍ１）は、データ信号を伝達する第２スイッチ（Ｍ２）のドレイン
電極に接続されたゲート電極、画素の発光を制御する第３スイッチ（Ｍ３）のドレイン電
極に接続されたソース電極、及び有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極に接続
されたドレイン電極を含む。
【０１１２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極は駆動トランジスタ（Ｍ１）に接続さ
れ、カソード電極は第２電源電圧（ＥＬＶＳＳ）に接続される。
【０１１３】
　図３の実施形態において、画素１００は、駆動トランジスタ（Ｍ１）のしきい電圧が保
存されるストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）をさらに含む。ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ
）は、一端が第１ノード（Ｎ１））に接続し、他端が有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の
アノード電極に接続される。
【０１１４】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、駆動トランジスタ（Ｍ１）から供給されるデータ
信号による駆動電流に対応して所定輝度の光で発光する。
【０１１５】
　図３に示した本発明の一実施形態に係わる画素１００の駆動回路を参照して、図５の画
素駆動タイミングによって有機発光表示装置でイメージスティッキングが補償される過程
について具体的に説明する。
【０１１６】
　図５の画素駆動タイミングは、本発明の一実施形態に係わる有機発光表示装置の表示部
が１フレームの間に駆動する過程を示したものである。
【０１１７】
　本発明の有機発光表示装置の表示部は、図３に示した本発明の一実施形態に係わる複数
の画素１００で構成され、画素１００の駆動回路（以下、適宜に画素回路という）は、図
３に示したようにＮＭＯＳトランジスタで実現された。図５に提示された駆動信号の電圧
レベルは、図３のＮＭＯＳトランジスタで構成された画素に適用されるように設定された
。したがって、画素回路のトランジスタをＰＭＯＳで実現できるのは勿論のこと、この際
に図５の駆動波形の極性は反対になる。
【０１１８】
　本発明の一実施形態に係わる画素駆動方式は同時発光駆動方式であって、１フレーム期
間は、駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）、リセット期間（Ｔ１１）、しきい電
圧補償期間（Ｔ１２）、データ書き込み期間（Ｔ１３、及び発光期間（Ｔ１４）の各サブ
フレーム期間で構成される。
【０１１９】
　駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）は、１フレーム期間のうちの初期に設定す
ることができる。
【０１２０】
　特に、他の期間と分離されてイメージスティッキングを補償する期間を設定するので、
外部供給電源電圧と駆動信号のタイミングを容易に変更することができ、リアルタイムで
イメージスティッキングの補償が可能になる。
【０１２１】
　また、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の駆動電圧をリアルタイムで感知するようにな
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って、各画素が構成する表示部の発光効率を予測できる効果が期待される。
【０１２２】
　駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）の間に、表示部の複数の画素１００それぞ
れに含まれている複数の第１スイッチ（Ｍ４）それぞれに感知信号が伝達される。表示部
に含まれている複数の画素行はｎ個行からなり、各画素行ごとに接続された複数の感知線
を通じて前記感知信号が伝達される。Ｔ１０期間の間に、第１画素行に接続された感知線
を通じて伝達される感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]）から、ｎ番目画素行に接続された感知線
を通じて伝達される感知信号（Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）が、それぞれ対応する画素行に含まれて
いる複数の画素それぞれに伝達される。
【０１２３】
　表示部の複数の画素それぞれの第１スイッチ（Ｍ４）のゲート電極に伝達される感知信
号（Ｓｅｎｓｅ[１]～Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）は、ゲート電極をターンオンさせるハイレバル電
圧で伝達される。この時、複数の画素それぞれの第２スイッチ（Ｍ２）のゲート電極に伝
達される走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）、複数の画素それぞれの第３スイッチ
（Ｍ３）のゲート電極に伝達される発光制御信号（ＥＭ[１]～ＥＭ[ｎ]）は、ゲート電極
をオフさせるローレベル電圧で伝達される。データ信号（Ｄａｔａ[ｔ]）に伝達される電
圧はローレベル状態に維持される。この際のデータ信号Ｄａｔａ[ｔ]は、１フレーム期間
中の特定時間[ｔ]に表示部の複数の画素それぞれに伝達される対応するデータ信号を代表
する。
【０１２４】
　駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）の間に、感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]～Ｓｅ
ｎｓｅ[ｎ]）によって複数の画素それぞれの第１スイッチ（Ｍ４）がターンオンされる。
第１スイッチ（Ｍ４）を通じて有機発光表示装置のイメージ補償部から所定の第１電流が
有機発光ダイオードに供給される。第１電流は有機発光ダイオードの劣化程度を感知する
ためのテスト電流であり、任意で設定できる。例えば、最高階調に対応するデータ電圧が
駆動トランジスタに供給される時、有機発光ダイオードに流れる電流を所定の第１電流と
設定することができ、中間階調または低階調に対応するデータ電圧が駆動トランジスタに
供給されて流れる電流を第１電流と設定することも可能である。
【０１２５】
　この時、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の現在駆動電圧が、複数の画素それぞれの第
１スイッチ（Ｍ４）のソース電極からドレイン電極を経て画素それぞれに対応するデータ
線に印加される。現在駆動電圧は有機発光ダイオードの劣化程度を反映する電圧である。
【０１２６】
　前記データ線に印加された有機発光ダイオードの駆動電圧は、本発明の一実施形態に係
わる有機発光表示装置のイメージ補償部７０に伝達され、データ電圧補償量を決定するこ
とに利用される。
【０１２７】
　上記過程を図４の駆動タイミング図に基づきさらに具体的に説明する。図４は、図１に
示した感知駆動部５０で生成された複数の感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]～Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）
が、表示部の複数の画素行に接続された複数の感知線にそれぞれ順次に伝達される時、デ
ータ選択部８０に含まれている複数の選択スイッチに印加される選択信号（ＣＨ[ｍ]）の
タイミング関係を示す波形図である。
【０１２８】
　つまり、図５の駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）の間に行われる感知駆動部
５０の駆動タイミングを具体的に示す。
【０１２９】
　図４から分かるように、Ｔ１期間の間に複数の画素行のうちの第１画素行に接続された
感知線に、所定のゲートオン電圧レベルを有する第１感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]）が伝達
される。
【０１３０】
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　実施形態においては、画素１００はＮＭＯＳトランジスタで実現されたので、第１スイ
ッチ（Ｍ４）をターンオンさせる第１感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]）はＴ１期間の間にハイ
レバルパルスで伝達される。
【０１３１】
　Ｔ１期間以降に、第１感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]）はローレベルパルスで伝達され、第
２画素行、第３画素行にそれぞれ接続された感知線に、Ｔ２期間、Ｔ３期間の間に第２感
知信号（Ｓｅｎｓｅ[２]）、第３感知信号（Ｓｅｎｓｅ[３]）がハイレバルパルスでそれ
ぞれ伝達される。
【０１３２】
　以下のそれ以外の画素行を含んで最後のｎ番目画素行に含まれている複数の画素に伝達
される感知信号（Ｓｅｎｓｅ[ｎ]、図示せず）が、順次にハイレバルパルスで伝達される
。
【０１３３】
　この時、各画素行に接続された感知線に複数の感知信号がそれぞれ伝達される期間は同
一である。
【０１３４】
　Ｔ１期間の間に伝達される第１感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]）によってターンオンされた
第１画素行に含まれている複数の画素それぞれの第１スイッチ（Ｍ４）を通じて、有機発
光ダイオードの劣化程度をテストするための第１電流が流れ、これによって有機発光ダイ
オード（ＯＬＥＤ）の駆動電圧が対応するデータ線に伝達される。このことにより、デー
タ選択部８０の複数の選択スイッチのうちの対応する選択スイッチは、選択信号のターン
オンに応答して駆動電圧をイメージ補償部７０に伝達する。
【０１３５】
　上記選択信号は、タイミング制御部６０で生成されてデータ選択部８０に伝達される。
タイミング制御部６０は、前記感知駆動部５０で生成される複数の感知信号のうちの対応
する感知信号に同期され、データ選択部８０に含まれる複数の選択スイッチそれぞれに複
数の選択信号を生成して伝達する。
【０１３６】
　第１画素行に含まれている複数の画素がｍ個の場合、第１画素からｍ番目画素にそれぞ
れ対応するデータ線が接続され、対応するデータ線に対応する選択スイッチが接続される
。
【０１３７】
　いずれか一つの画素行に含まれている複数の画素に感知信号が伝達される期間の間に、
ｍ個の画素にそれぞれ対応するｍ個の選択スイッチそれぞれをターンオンさせる電圧レベ
ルのパルスを有するｍ個の選択信号（ＣＨ[１]～ＣＨ[ｍ]）が伝達される。
【０１３８】
　一例として、図４に示したように、Ｔ１期間の間にＡ１時点、Ａ２時点、Ａ３時点乃至
Ａｍ時点に、それぞれ第１画素行に該当する複数の画素のうちの第１画素に対応する選択
スイッチから、順次に第１選択信号（ＣＨ[１]）、第２選択信号（ＣＨ[２]）、第３選択
信号（ＣＨ[３]）乃至第ｍ選択信号（ＣＨ[ｍ]）が伝達される。
【０１３９】
　図５の画素駆動タイミングにおいて、駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）以後
に複数の画素それぞれの第１スイッチ（Ｍ４）に伝達される感知信号（Ｓｅｎｓｅ[１]～
Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）は全てゲートオフ電圧レベルを有するので、複数の第１スイッチ（Ｍ４
）がターンオフされ、それ以上の複数の有機発光ダイオードの駆動電圧が感知されない。
【０１４０】
　図５において、リセット期間（Ｔ１１）の間に、表示部の複数の画素それぞれの第２ス
イッチ（Ｍ２）のゲート電極に伝達される走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）と、
表示部の複数の画素それぞれの第３スイッチ（Ｍ３）のゲート電極に伝達される発光制御
信号（ＥＭ[１]～ＥＭ[ｎ]）は、ハイレバルパルスで供給されるので、複数の画素それぞ
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れの第２スイッチ（Ｍ２）と複数の画素それぞれの第３スイッチ（Ｍ３）はターンオンさ
れる。これによって複数の画素それぞれの駆動トランジスタ（Ｍ１）もターンオンされる
。
【０１４１】
　リセット期間（Ｔ１１）では、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）がほぼ０Ｖ程度のローレベ
ルで印加され、相対的に走査信号（Ｓｃａｎ[ｎ]）がハイレバル電圧で印加されて、有機
発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極に集まった電荷を速やかに放電させることが
できる。このことにより、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の駆動電圧を速やかにリセッ
トさせることができる。
【０１４２】
　次に続くしきい電圧補償期間（Ｔ１２）は、表示部１０の複数の画素それぞれに具備さ
れた駆動トランジスタ（Ｍ１）のしきい電圧がストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）に保存さ
れる期間であって、以降各画素にデータ電圧が充電される際に駆動トランジスタのしきい
電圧偏差による不良を除去する役割を果たす。
【０１４３】
　しきい電圧補償期間（Ｔ１２）の間に、複数の画素それぞれの第２スイッチ（Ｍ２）の
ゲート電極に伝達される走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）と、複数の画素それぞ
れの第３スイッチ（Ｍ３）のゲート電極に伝達される発光制御信号（ＥＭ[１]～ＥＭ[ｎ]
）は、ハイレバルパルスで供給されるので、複数の画素それぞれの第２スイッチ（Ｍ２）
、第３スイッチ（Ｍ３）、及び駆動トランジスタ（Ｍ１）がターンオンされる。
【０１４４】
　しきい電圧補償期間（Ｔ１２）では、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）がハイレバル電圧で
印加され、データ信号（Ｄａｔａ[ｔ]）の電圧は特に制限されないが、各画素にデータ電
圧が充電される時の駆動トランジスタ（Ｍ１）のしきい電圧偏差を最もよく代表すること
ができる電圧値、または駆動トランジスタ（Ｍ１）をターンオンさせるための最低電圧値
で印加され得る。
【０１４５】
　この時、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電極の電圧を所定の電圧レベルに
調整して、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に電流が流れないように設定すれば、しきい
電圧補償期間（Ｔ１２）の間にストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）には駆動トランジスタの
しきい電圧に対応する電圧が充電される。
【０１４６】
　次に、データ書き込み期間（Ｔ１３）の間には、表示部１０の複数の各走査線（Ｓ１乃
至Ｓｎ）に接続されたそれぞれの画素に対して順次に走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ
[ｎ]）が印加され、これによって複数の各データ線（Ｄ１乃至Ｄｍ）に供給されるデータ
信号が伝達される。図５において、走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）は、Ｔ１３
期間の間に順次に第２スイッチ（Ｍ２）をターンオンさせるハイレバルのパルスを含み、
図５ではこれを重ねて示した。
【０１４７】
　データ書き込み期間（Ｔ１３）の間に走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）が各走
査線に対して順次に入力され、これに対応して各走査線別に接続された画素にデータ信号
が順次に入力される。上記期間の間に発光制御信号（ＥＭ[１]～ＥＭ[ｎ]）はローレベル
パルスで伝達され、複数の画素それぞれの第３スイッチ（Ｍ３）はターンオフされる。こ
れにより、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）は上記期間に対していずれのレベルの電圧で提供
されても差し支えない。
【０１４８】
　データ書き込み期間（Ｔ１３）の間にハイレバルの走査信号が順次に印加されて、複数
の画素それぞれの第２スイッチ（Ｍ２）がターンオンされれば、これに対して所定の多様
な電圧値を有するデータ信号が、第２スイッチ（Ｍ２）のソース電極及びドレイン電極を
経て第１ノード（Ｎ１）に順次に印加される。
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【０１４９】
　しきい電圧補償期間（Ｔ１２）間にストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）の両端電圧は駆動
トランジスタ（Ｍ１）のしきい電圧に対応する電圧で充電されたので、データ書き込み期
間（Ｔ１３）の間に第１ノード（Ｎ１）に接続されたストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）の
一端電圧はデータ信号の電圧変化によって変化し、ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）の他
端電圧はしきい電圧で充電された電圧からデータ信号の変化に対応する電圧ほど変化する
。
【０１５０】
　データ書き込み期間（Ｔ１３）の間には複数の画素それぞれの第３スイッチ（Ｍ３）が
ターンオフされているので、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と第１電源電圧（ＥＬＶＤ
Ｄ）との間に電流経路が形成されないため、実質的には複数の画素それぞれの有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）には電流が流れない。つまり、発光が行われない。
【０１５１】
　最後に、発光期間（Ｔ１４）で、複数の画素それぞれの有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）が、データ書き込み期間（Ｔ１３）に入力されたデータ信号に対応して発光する。つま
り、表示部１０の複数の画素それぞれに保存されたデータ信号電圧に対応する電流が、各
画素に具備された有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に提供されて発光が行われる。
【０１５２】
　発光期間（Ｔ１４）で、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）が所定のハイレバルで印加され、
走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）はローレベルパルスで伝達され、発光制御信号
（ＥＭ[１]～ＥＭ[ｎ]）はハイレバルパルスで伝達される。したがって、複数の画素それ
ぞれの第２スイッチ（Ｍ２）はターンオフされ、第３スイッチ（Ｍ３）と駆動トランジス
タ（Ｍ１）はターンオンされて、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）と有機発光ダイオード（Ｏ
ＬＥＤ）のカソード電極までの電流経路が形成される。
【０１５３】
　これにより、駆動トランジスタ（Ｍ１）のゲート電極とソース電極間の電圧差に相当す
る電圧に対応する電流が、複数の画素それぞれの有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に印加
され、これに対応する明るさで発光する。
【０１５４】
　上述のように、１フレーム期間中の初期所定期間の間に第１スイッチ（Ｍ４）のみを駆
動させてイメージスティッキングを補償する期間を別に設定し、これを除いたそれ以外の
期間の間に同時発光方式によって画素を駆動して１フレームを実現し、このような過程を
繰り返すことでそれ以後のフレームを反復的で実現する。
【０１５５】
　図６は、図１に示した画素の他の実施形態に係わる構成を示す回路図である。図６の画
素は、表示部を構成する複数の画素のうちのｎ番目画素行に含まれている複数の画素のう
ちの一つを代表的に示した。図３の画素駆動回路とは異なって、図６の実施形態に係わる
画素１００の駆動回路はＰＭＯＳトランジスタで実現される。したがって、画素を構成す
る複数のＰＭＯＳトランジスタそれぞれに伝達されるスイッチング駆動信号のゲートオン
電圧レベルはローレベルである。
【０１５６】
　図６を参照すれば、本発明の他の実施形態に係わる画素１００は、図３に示した画素と
大きく異ならないので、以下では図３の画素駆動回路との差異点を中心に説明する。
【０１５７】
　図６の実施形態に係わる画素１００は、駆動トランジスタ（Ｐ１）のゲート電極と第２
スイッチ（Ｐ２）のドレイン電極との間に分岐されて接続された第１キャパシタ（Ｃ１）
及び第２キャパシタ（Ｃ２）を含む。
【０１５８】
　つまり、第１キャパシタ（Ｃ１）の一端がＮ２０ノードに接続され、第１キャパシタ（
Ｃ１）の他端は駆動トランジスタ（Ｐ１）のゲート電極と接続されたＮ１０ノードに接続
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される。第２キャパシタ（Ｃ２）の一端がＮ２０ノードに接続され、第２キャパシタ（Ｃ
２）の他端は駆動トランジスタ（Ｐ１）のソース電極にそれぞれ接続される。
【０１５９】
　したがって、第１キャパシタ（Ｃ１）及び第２キャパシタ（Ｃ２）は、走査信号（Ｓｃ
ａｎ[ｎ]）に応答して第２スイッチ（Ｐ２）がターンオンされてデータ信号（Ｄａｔａ[
ｔ]）による電圧が印加される時、駆動トランジスタ（Ｐ１）のゲート電極端の電圧値の
変化を制御する。
【０１６０】
　また、図６の画素１００は、しきい電圧制御線に接続されてしきい電圧制御信号の供給
を受けるゲート電極、Ｎ１０ノードに接続されたソース電極、及び駆動トランジスタ（Ｐ
１）のドレイン電極と有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極との間に接続され
たドレイン電極を含むしきい電圧トランジスタ（Ｐ３）をさらに含む。
【０１６１】
　しきい電圧制御信号（ＧＣ[ｔ]）がゲートオン電圧レベルで伝達されて、しきい電圧ト
ランジスタ（Ｐ３）をターンオンさせることができるが、しきい電圧トランジスタ（Ｐ３
）はＰＭＯＳトランジスタであるので、前記ゲートオン電圧レベルはローレベルになる。
しきい電圧トランジスタ（Ｐ３）がターンオンされれば、駆動トランジスタ（Ｐ１）のし
きい電圧が充電される。
【０１６２】
　図６の画素の駆動は図５の駆動タイミングからなり、ただし、図５は、画素のトランジ
スタがＮＭＯＳの場合を想定したものであるので、上記図５の駆動波形の極性が反転した
ものに適用することができる。
【０１６３】
　図６の画素駆動も図３に示した画素の駆動と大きく異ならないので、類似する説明は省
略する。
【０１６４】
　駆動電圧感知及びデータ補償期間（Ｔ１０）の間に表示部の複数の画素１００それぞれ
に含まれている第１スイッチ（Ｐ４）に、ローレベルのパルスを含む感知信号（Ｓｅｎｓ
ｅ[１]～Ｓｅｎｓｅ[ｎ]）が順次に伝達されてターンオンされる。この期間の間に複数の
画素それぞれに含まれている第２スイッチ（Ｐ２）に伝達される走査信号（Ｓｃａｎ[１]
～Ｓｃａｎ[ｎ]）と、複数の画素それぞれに含まれているしきい電圧トランジスタ（Ｐ３
）に伝達されるしきい電圧制御信号（ＧＣ[１]～ＧＣ[ｎ]）は、ハイレバルのパルスを含
むので、第２スイッチ（Ｐ２）及びしきい電圧トランジスタ（Ｐ３）がターンオフされる
。したがって、複数の画素それぞれの駆動トランジスタ（Ｐ１）もターンオフされる。
【０１６５】
　このことにより、Ｔ１０期間の間に、ターンオンされた複数の画素それぞれの第１スイ
ッチ（Ｍ４）を通じて有機発光表示装置のイメージ補償部から所定の第１電流が有機発光
ダイオードに供給される。上記第１電流に対応して有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の現
在駆動電圧が、複数の画素それぞれの第１スイッチ（Ｍ４）のソース電極からドレイン電
極を経て画素それぞれに対応するデータ線に印加される。上述した通り、データ線によっ
てイメージ補償部７０に伝達される有機発光ダイオードの駆動電圧は、現在の有機発光ダ
イオードの劣化程度を反映し、イメージ補償部７０でリアルタイムで劣化によって減少し
た発光量に対応するデータ電圧補償量を決定する。
【０１６６】
　リセット期間（Ｔ１１）間に走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓｃａｎ[ｎ]）がローレベルで
伝達され、複数の画素それぞれの第２スイッチ（Ｐ２）をターンオンさせる時、複数の画
素それぞれのしきい電圧トランジスタ（Ｐ３）に伝達されるしきい電圧制御信号（ＧＣ[
１]～ＧＣ[ｔ]）はハイレバルで伝達され、しきい電圧トランジスタ（Ｐ３）をターンオ
フさせる。リセット期間（Ｔ１１）の間に伝達されるデータ信号によるデータ電圧を所定
の適切な電圧値に設定すれば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極に集まっ



(22) JP 2011-237754 A 2011.11.24

10

20

30

た電荷は速やかに放電して、駆動トランジスタ（Ｐ１）の駆動電圧がリセットされる。
【０１６７】
　リセット期間以降のしきい電圧補償期間（Ｔ１２）では、走査信号（Ｓｃａｎ[１]～Ｓ
ｃａｎ[ｎ]）と共にしきい電圧制御信号（ＧＣ[１]～ＧＣ[ｔ]）がローレベルで印加され
て、複数の画素それぞれの第２スイッチ（Ｐ２）及びしきい電圧トランジスタ（Ｐ３）を
ターンオンさせる。複数の画素それぞれのしきい電圧トランジスタ（Ｐ３）がターンオン
されれば、複数の画素それぞれの駆動トランジスタ（Ｐ１）がダイオード接続されて、駆
動トランジスタ（Ｐ１）のゲート電極にはソース電圧からしきい電圧より低い電圧が印加
される。したがって、キャパシタ（Ｃ１）は駆動トランジスタ（Ｐ１）のしきい電圧に対
応する電圧で充電される。
【０１６８】
　そして、発光期間に対応する走査信号によって複数の画素それぞれの第２スイッチ（Ｐ
２）がターンオンされて伝達されるデータ電圧により、複数の画素それぞれの駆動トラン
ジスタ（Ｐ１）のゲート電極電圧がブースティングされる。したがって、駆動トランジス
タ（Ｐ１）のゲート電極電圧は、しきい電圧が補償されたデータ電圧が印加される。複数
の画素それぞれの有機発光ダイオードは、駆動トランジスタ（Ｐ１）のゲート電極及びソ
ース電極の電圧差によって発生した駆動電流によって発光する。
【０１６９】
　以上、本発明の具体的な実施形態と関連して本発明について説明したが、これは例示に
過ぎず、本発明はこれに制限されない。当業者は本発明の範囲を逸脱せずに説明された実
施形態を変更または変形することができ、このような変更または変形も本発明の範囲に属
するものである。また、明細書で説明された各構成要素の物質は、当業者が公知された多
様な物質から容易に選択して代替可能である。また、当業者は本明細書で説明された構成
要素のうちの一部を性能の劣化なしに省略するか、または性能を改善するために構成要素
を追加することができる。これだけでなく、当業者は工程環境や装備によって本明細書で
説明した方法段階の順序を変更することも可能である。したがって、本発明の範囲は、説
明した実施形態ではなく特許請求の範囲及びその均等物によって決定されなければならな
い。
【符号の説明】
【０１７０】
　１０　表示部
　２０　走査駆動部
　３０　データ駆動部
　４０　発光制御駆動部
　５０　感知駆動部
　６０　タイミング制御部
　７０　イメージ補償部
　８０　データ選択部
　１００　画素
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种可靠的有机发光显示装置，其能够以帧为单位实时补偿图像残
留并且具有改善的图像质量特性。 有机发光二极管显示器包括：有机发
光二极管；用于向有机发光二极管提供驱动电流的驱动晶体管；用于传
输与该驱动晶体管相对应的数据信号的数据线；以及连接至有机发光二
极管的一个电极的第一电极。 第一开关，其包括连接到数据线的一个电
极和第二电极，以及第二开关，其包括连接到数据线的第一电极和第二
电极，第二电极连接到驱动晶体管的栅极 接通第一开关以将预定的第一
电流传输到有机发光二极管，有机发光二极管的一个电极的电压通过数
据线传输，并且传输的电压导致有机发光二极管的劣化。 ，并补偿传输
到数据线的数据信号，以补偿检测到的劣化。 [选型图]图1

https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/044911373/publication/JP2011237754A?q=JP2011237754A

